
 

 

 

SQMを用いた都内の光害測定 
～公園での光害対策を考える～ 

 

岡本 尚子(高2)【東京大学教育学部附属中等教育学校】 
 

・はじめに 東京都は、大気汚染や光害により観測には不向きとされているが、私は都内でも星が綺麗に見える

場所を作りたいと感じた。しかし、既に沢山の街灯が設置されており、都心では光害対策に多額の費用がかかると

考えられるので、比較的低予算で対策が可能であると思われる公園で夜空の明るさを測定し、最終的にはその公園

に合った光害対策を検討したい。 

・使用機材 Sky Quality Meter（SQM）、一眼レフカメラ（canon EOSkissX7）、カメラレンズ、三脚、レリー

ズ、観察シート（環境省より）、記録用のiPhone 

・記録項目 場所、時間、気温、風向、（湿度）、SQMの値、シーイング、園内の人の多さ、雰囲気、天体写真、

電球の形など 

・方法 観測地は、インターネットや天文に詳しい人から情報をもらい、都内の比較的星が見える4カ所の公園(井の

頭公園、石神井公園、武蔵野の森公園、砧公園)で星の明るさをSQMによって測定する。どれくらいの暗さかを比較

するため、学校に近く、電球が多めの中野区にある防災公園(南台いちょう公園)でも空の明るさデータを測定する。 

追加の光害調査として、伝統的七夕ライトダウンに参加している東京駅でのライトダウン前後の光害比較。国立天文

台のような光害対策が大いになされているところでの光害測定。スキー実習で行った長野県での光害測定を行った。 

結果(考察を含む) 

・図1のこのグラフでは複数回のデータの平均をとることにし

た。 

・図2の棒グラフでは東京駅はグラフ1とグラフ2でライトダウ

ン前後を表している。そのほかの場所では、その敷地内で場所を変えたデータをグラフごとで表している。 

 東京駅での観測、長野県での観測は三脚を使わず手で測ってしまったが、図1の井の頭公園での観測結果より、三

脚の値でも手で持った時の値でもあまり数値に影響がなかったため、影響はないものとした。東京駅の観測時、雲量

が多かったため測定値に影響を及ぼしている可能性がある。 

・結論 今後の予定 

井の頭公園での季節ごとの観測より、季節による夜空の明るさに違いはみられない。東京駅での観測より、ライト

ダウン後に空の明るさが実際に暗くなることがわかった。国立天文台での観測より、様々な光害対策がなされていた

ことにより、都内でもかなりSQMの値が高くなることがわかった。石神井公園の観測より、街明かりの多い方から住

宅街へ近づくにつれて、目視では空が暗くなっていったように感じたが、SQMの計測値には大差なかった。今後も公

園のデータをとり、どの公園で星がよく見えるのかを明らかにしたい。また、花粉や黄砂が夜空の明るさに影響する

のか、これまでのデータと比較し、考察したい。 

 データの集計を終えたら光害対策をまとめ、星が見える場所作りに取りかかりたい。 
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